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＜要旨＞ 
クロモジはクスノキ科の落葉低木で小枝を折ると爽やかな香りがする。北海道南部から

九州まで広く分布し、山地の至る所に自生している。精油はリナロールを主成分として

モノテルペン類の割合が多く、甘く爽やかな香りが特徴である。近年、天然品志向に加

えて森林の保健作用、森林セラピー、アロマセラピーによって精油への関心が高まり、

さらに、香りが好まれて全国各地で生産されるようになった。本稿ではクロモジ精油の

生産者として採取と採油、商品開発、青森県での取り組みを紹介する。さらに、クロモ

ジ精油の生理作用としてリラックス効果、抗がん作用、抗炎症作用の報告を紹介する。 
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